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通期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2018年 8月 13日に公表いたしました 2018年９月期（2017年 10 月１日～2018年９月 30日）の業績予想

と本日公表の決算値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2018年９月期連結業績予想予想値（2017年 10 月１日～2018年９月 30 日）と決算値との差異 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（A） 
百万円 

952 

百万円 

34 

百万円 

24 

百万円 

41 

円 銭 

8.82 

実績値（B） 967 48 43 59 12.55 

増減額（B－A） 15 14 19 17 - 

増減率（％） 1.6% 40.9% 77.9% 42.4% - 

（参考：非連結） 

前期実績 

(2017 年９月期 ) 

790 155 150 147 

 

34.54 

（注)１．１株当たり当期純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。 

２．当社は、2017年 10月５日付で普通株式１株につき 200株の割合で株式分割を行っております。 

また、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。上記で 

は 2017年９月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定してお 

ります。 

 

２. 差異の理由について 

2018年 9 月期は、クラウドソリューション事業セグメントにおけるクラウドサービス（ストック）の

利用料が予想より増加したこと、及びＷＥＢマーケティング支援サービスの受注が想定よりも増加した

ことにより、売上高は前回予想を上回る結果となりました。 

利益面につきましては、今期以降の成長加速を目指し増収分を原資とした成長投資を強化したものの、

前述の要因による売上高の増加分、及び 2019 年 9 月期に見込んでいた教育研修に係る助成金収入が当

期中に発生したことにより、前回予想を上回る結果となりました。 

 

以 上 

 


